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解
説
　
ア
イ
ヌ
民
話
を
「
再
話
」
す
る
と
い
う
こ
と

ア
イ
ヌ
民
話
撰
集
企
画
編
集
委
員
会　
　

　

ア
イ
ヌ
の
お
話
を
数
話
ず
つ
収
録
し
て
毎
年
刊
行
す
る
『
ア
イ

ヌ
民
話
撰
集
』
シ
リ
ー
ズ
も
四
巻
目
に
な
り
ま
し
た
。
各
巻
と
も

地
域
や
口
承
文
学
ジ
ャ
ン
ル
、
主
人
公
の
性
別
や
話
の
内
容
、
長

さ
な
ど
な
る
べ
く
多
様
な
も
の
に
な
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

本
シ
リ
ー
ズ
は
「
翻
訳
」
で
は
な
く
「
再
話
」
で
す
。
ア
イ
ヌ
語

に
は
ア
イ
ヌ
語
の
文
体
が
あ
り
、
た
だ
翻
訳
し
て
も
読
み
や
す
い

日
本
語
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ペ
ー
ジ
数
の
関
係
上
ど
う
し

て
も
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
い
部
分
や
、
逆
に
他
の
伝
承
で
補
完
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
と
い
っ
て
も
、
新
た
な

要
素
や
ス
ト
ー
リ
ー
の
改
変
な
ど
は
せ
ず
、
も
と
の
資
料
に
沿
っ

た
か
た
ち
で
読
み
や
す
い
文
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
に
は
、
執
筆
者
で
あ
る
寮
美
千
子
さ
ん
、
イ
ラ
ス
ト
を

担
当
す
る
鈴
木
隆
一
さ
ん
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
松
永
洋
介
さ
ん
、
そ

れ
に
ア
イ
ヌ
文
化
や
児
童
文
学
の
研
究
者
な
ど
複
数
の
人
間
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
皆
で
集
ま
っ
て
全
体
の
方
向
性
を
決

め
、
お
話
を
選
び
、
細
部
や
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
確
認
し
ま

す
。
元
の
資
料
に
は
な
る
べ
く
ア
イ
ヌ
語
が
あ
る
も
の
を
選
ん
で

原
文
を
確
認
し
ま
す
。
書
き
手
が
内
容
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば

文
章
は
書
け
ま
せ
ん
し
、
具
体
的
な
情
報
が
な
い
と
挿
絵
も
描
け

ま
せ
ん
。
服
の
模
様
に
は
伝
承
地
の
も
の
を
選
び
ま
す
し
、
民
具

の
形
や
大
き
さ
、
家
の
並
び
方
、
杖
の
つ
き
方
、
登
場
人
物
の
仕

草
な
ど
何
ご
と
に
も
根
拠
や
資
料
が
必
要
で
す
。
熊
と
戦
っ
て

気
絶
し
た
主
人
公
サ
マ
イ
ェ
ク
ㇽ
が
神
の
娘
に
水
を
飲
ま
せ
て
も

ら
う
場
面
で
使
わ
れ
る
の
は
イ
タ
ン
キ
「
お
椀
」
で
し
ょ
う
か
、

そ
れ
と
も
ピ
サ
ッ
ク
「
柄
杓
」
で
し
ょ
う
か
。
も
と
の
資
料
に
は

な
い
け
れ
ど
、
自
然
な
の
は
柄
杓
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
一
つ
一
つ
検
討
し
ま
す
。
関
係
者
が
集
ま
れ
る
の

は
年
に
二
回
。
あ
と
は
電
子
メ
ー
ル
や
電
話
で
や
り
と
り
を
し
ま

す
。
イ
ラ
ス
ト
の
修
正
が
最
後
ま
で
入
る
の
で
、
鈴
木
さ
ん
は
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
大
忙
し
で
す
。

　
「
女
に
化
け
た
勇
者
ポ
イ
ヤ
ン
ベ
」
は
英
雄
ポ
イ
ヤ
ン
ベ
（
地
域

に
よ
っ
て
は
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
と
も
い
い
ま
す
）
が
、
女
装
し
て
敵
を
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倒
す
お
話
で
す
。
空
を
飛
び
、
剣
を
ふ
る
い
、
敵
を
や
っ
つ
け
る

少
々
荒
っ
ぽ
い
お
話
で
す
が
、
何
と
な
く
コ
ミ
カ
ル
な
要
素
も
あ

り
ま
す
。

　
「
狐
に
さ
れ
た
性
悪
男
」
は
「
チ
ャ
ラ
ン
ケ
」（
談
判
）
に
関
す

る
お
話
で
す
。
嘘
の
チ
ャ
ラ
ン
ケ
を
ふ
っ
か
け
た
ほ
う
が
言
い
負

か
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
勧
善
懲
悪
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
物
事

の
解
決
に
は
人
々
の
証
言
が
大
切
だ
と
い
う
ア
イ
ヌ
の
考
え
方
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
お
話
に
登
場
す
る
ト
ゥ
ス
レ
プ
ニ
「
占

い
棒
」
に
つ
い
て
は
、
実
は
あ
ま
り
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

挿
絵
は
断
片
的
な
情
報
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
た
結
果
で
す
。

　
「
キ
ノ
コ
が
生
え
た
男
の
子
」
の
魔
払
い
の
様
子
に
は
原
文
で

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
伝
わ
っ
て
い

な
い
儀
礼
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
Ｎ
・
Ｇ
・
マ
ン
ロ
ー
氏
が

「Ainu Creed and Cult

」
で
報
告
し
て
い
る
も
の
と
関
係
が

あ
る
だ
ろ
う
と
判
断
し
、
そ
の
写
真
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
季
節
は
ず
れ
の
蝉
の
声
」
は
地
震
や
嵐
で
崩
れ
た
岩
石
や
倒

木
に
よ
っ
て
川
が
せ
き
止
め
ら
れ
て
で
き
た
「
天
然
ダ
ム
」
が
決

壊
し
て
起
こ
る
「
山
津
波
」
の
話
で
す
。
類
話
が
た
く
さ
ん
採
録

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
取
り
上
げ
た
の
は
夏
に
起
こ
っ
た
山
津

波
で
村
が
全
滅
し
生
き
残
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
の
話
で
す
。
人
々
は

夏
の
セ
ミ
の
声
を
聞
く
た
び
に
亡
く
な
っ
た
人
々
を
思
い
出
し
て

悼
む
の
で
す
。

　

今
回
は
星
に
関
す
る
お
話
を
二
つ
採
録
し
ま
し
た
。「
星
に
な

っ
た
サ
マ
イ
ェ
ク
ㇽ
」
は
北
斗
七
星
が
サ
マ
イ
ェ
ク
ㇽ
の
姿
だ
と

い
う
話
で
す
が
、
結
末
が
今
ひ
と
つ
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
星
に

関
す
る
お
話
は
他
の
お
話
と
違
っ
て
結
末
が
大
団
円
に
な
ら
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
群
れ
星
に
な
っ
た
乙
女
た
ち
」
は
よ
く

知
ら
れ
た
話
で
す
。
今
回
は
旭
川
市
の
栗
山
国
四
郎
氏
の
伝
承
を

も
と
に
し
ま
し
た
が
、
他
に
も
新
ひ
だ
か
町
の
葛
野
辰
次
郎
氏
の

伝
承
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
『
神
の
語
り　

神
互

い
に
話
し
合
う
』（
葛
野
辰
次
郎
著　

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
資
料
館
刊　

一
九
八
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
承
は
各
地
の
人
々
が
口
頭
で
伝
え
て
き
た
も

の
で
す
。
各
地
に
よ
く
似
た
伝
承
が
あ
る
と
し
て
も
、
実
際
に
は

少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
ま
す
。「
ど
れ
が
正
し
い
」
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
正
し
い
の
で
す
。「
ど
の
伝
承
が
古
く
て

ど
の
伝
承
が
新
し
い
の
か
」
も
、
研
究
者
や
外
の
立
場
の
人
々
の

感
想
や
興
味
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
語
り
伝
え
て
い
る
人
々
に
と
っ

て
大
切
な
の
は
「
自
分
が
聞
い
た
と
お
り
に
語
る
」
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
・
丹
菊
逸
治
）
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出
典
　
物
語
を
語
っ
て
く
れ
た
人

　

こ
の
本
に
の
っ
て
い
る
物
語
は
み
な
、
ア
イ
ヌ
の
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が
、
語
っ
た
り
、
書
き
の
こ
し
て
く
れ
た
も
の

で
す
。
そ
れ
を
元
に
、
あ
た
ら
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
書
き
直
し
ま
し
た
。
次
の
本
に
、
元
の
お
話
が
、
ア
イ
ヌ
語
と
日
本
語
と
で
、

の
っ
て
い
ま
す
。

女
に
化
け
た
勇
者
ポ
イ
ヤ
ン
ベ

	

砂
沢
ク
ラ
さ
ん
（
一
八
九
七
年
〜
一
九
九
〇
年
）
旭
川
（
北
海
道
）

	

浅
井
亨
ほ
か
編
『
英
雄
の
物
語
』（
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
無
形
文
化
伝
承
保
存
会
、
一
九
八
二
年
）
所
収　

浅
井
亨
編
「
砂
沢

ク
ラ
さ
ん
の
ユ
ー
カ
ㇻ
、
Ａ
〜
Ｄ
」

	

太
田
満
・
井
筒
勝
信
『
平
成
一
六
年
度
ア
イ
ヌ
語
ラ
ジ
オ
講
座　

第
四
期
』（
公
益
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究

推
進
機
構
、
二
〇
〇
五
年
）
所
収　
「
ユ
カ
ㇽ
（
１
）
〜
（
５
）」

狐
に
さ
れ
た
性
悪
男

	

平
賀
サ
ダ
モ
さ
ん
（
一
八
九
五
年
〜
一
九
七
二
年
）
日
高
（
北
海
道
）

	

萱
野
茂
『
萱
野
茂
の
ア
イ
ヌ
神
話
集
成　

第
五
巻
』（
ビ
ク
タ
ー
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
、
一
九
九
八
年
）
所
収　
「
罰
当
り

シ
ㇼ
マ
オ
ッ
テ
」

	

国
立
大
学
法
人
千
葉
大
学
『
ア
イ
ヌ
語
の
保
存
・
継
承
に
必
要
な
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業　

第
二

年
次
（
北
海
道
沙
流
郡
平
取
町
）
調
査
報
告
書　

第
二
巻
』（
国
立
大
学
法
人
千
葉
大
学
、
二
〇
一
五
年
）
所
収　
「
シ
ㇼ

マ
オ
ッ
テ
」
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キ
ノ
コ
が
生
え
た
男
の
子

	

平
賀
エ
テ
ノ
ア
さ
ん
（
一
八
八
〇
年
〜
一
九
六
〇
年
）
日
高
（
北
海
道
）

	

久
保
寺
逸
彦
編
『
ア
イ
ヌ
叙
事
詩　

神
謡
・
聖
伝
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
）
所
収　
「
神
謡
88　

人
間
の

少
年
の
自
叙
」

星
に
な
っ
た
サ
マ
イ
ェ
ク
ㇽ

	

栗
山
国
四
郎
さ
ん
（
一
八
八
二
年
〜
一
九
五
六
年
）
旭
川
（
北
海
道
）

	

末
岡
外
美
夫
『
ア
イ
ヌ
の
星
』（
旭
川
振
興
公
社
、
一
九
七
九
年
）
所
収　
「
サ
マ
エ
ン
ノ
チ
ゥ
」

	

末
岡
外
美
夫
『
人
間
達
（
ア
イ
ヌ
タ
リ
）
の
み
た
星
座
と
伝
承
』（
私
家
版
、二
〇
〇
九
年
）
所
収　
「
サ
マ
エ
ン
・
ノ
チ
ゥ
」

群
れ
星
に
な
っ
た
乙
女
た
ち

	

栗
山
国
四
郎
さ
ん
（
一
八
八
二
年
〜
一
九
五
六
年
）
旭
川
（
北
海
道
）

	

末
岡
外
美
夫
『
ア
イ
ヌ
の
星
』（
旭
川
振
興
公
社
、
一
九
七
九
年
）
所
収　
「
ア
ㇽ
ワ
ン
ノ
チ
ゥ
」

	

末
岡
外
美
夫
『
人
間
達
（
ア
イ
ヌ
タ
リ
）
の
み
た
星
座
と
伝
承
』（
私
家
版
、二
〇
〇
九
年
）
所
収　
「
ト
ラ
ン
ネ
・
ノ
チ
ゥ
」

季
節
は
ず
れ
の
蝉
の
声

	

二
谷
国
松
さ
ん
（
一
八
八
八
年
〜
一
九
六
〇
年
）
平
取
（
北
海
道
）

	

久
保
寺
逸
彦
編
『
ア
イ
ヌ
叙
事
詩　

神
謡
・
聖
伝
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
）
所
収　
「
神
謡
35　

蝉
を
教

え
戒
め
る
神
謡
」
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